
地域再生計画 

 

 

１ 地域再生計画の名称 

  廃校校舎等を利活用した地域再生計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

  奈良県吉野郡十津川村 

 

３ 地域再生計画の区域 

  奈良県吉野郡十津川村の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

 （１）地域の概要 

  十津川村は、奈良県の最南端、紀伊半島のほぼ中央に位置し、面積６７２．

３５平方キロメートルで、奈良県の約５分の１の広さを占めている日本一広

大な村である。 

  村の中央には、十津川本流（熊野川上流）が深い V字渓谷をなして歪流し、

これに沿って国道１６８号が南北に走り、東西から国道４２５号、県道龍神

十津川線、県道川津高野線が接続している。 

東部には大峯山脈が南北に延び、「大和のアルプス」又は「近畿の屋根」と

いわれ、山岳美・渓谷美にすぐれていて、吉野熊野国立公園に指定されてい

る。 

北部の五條市境は天辻山系、西部は伯母子山地に属する高野龍神国定公園

で、南部は果無山脈を境に和歌山県田辺市との行政界となっている。 

  土地利用としては、総面積の９６％が山林でありその半分が人工林となっ

ている。また、集落のところどころ緩やかな斜面は耕作地として耕され、一

部稲作や畑作が行われている。 

  観光面では、村内に奈良県下唯一の高温湧出泉が３箇所あり、平成１６年

６月に全国に先駆けて村内宿泊施設・公衆浴場で１００％源泉かけ流しの宣

言を行った。また、同年７月には、村内を通る２本の道「大峯奥駈道」と「熊

野参詣道小辺路」が紀伊山地の霊場と参詣道として世界遺産に登録されて、

休日には多くの観光客が訪れている。 

  現在、村内の学校施設は、小学校６校、中学校４校で、小学校２校が廃校、

１校が休校となっており、今後、児童生徒の減少等により小中学校の統廃合

を更に進める方向で検討を行っている。 



（２）計画の目標 

 

現在、十津川村の高齢化率は４０％近くとなり、集落においては、「限界集

落」といわれる、高齢化の極端に進んだ集落も現れ始め、主幹産業であった

林業も木材価格の低迷や作業員の高齢化や担い手・後継者の減少などで間伐

等の保育が成されず放置林が目立つようになって来ている。また、農業では、

傾斜地の小面積耕地では生産性も上がらず、家庭消費的な生産が主であり、

林業と同様高齢化が進み、また近年、獣害の被害により生産意欲の衰退など

により集落内の放置農地（未耕作地）が点在している状況である。 

このため、生産意欲の衰退している農林業において、農村体験交流を通じ

た都市住民との交流を行うことで、新たな産業振興拠点づくりを目指す。 

本計画では、新たな雇用創出と、定住促進を図るため、旧小学校施設を中

心とした受入拠点・体制整備を行い、新たな入り込み客・体験者を確保し地

域の生活環境の保全と新たな雇用創出を図る。 

具体的な数値 

１．年間の体験者数 １，０００人／年 

２．新たな雇用・定住者数  ６名 

 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

  

５－１ 全体の概要 

  現在廃校となっている旧五百瀬小学校等を利用し、「農村体験交流」の拠

点施設として整備する。地域内の農地や山林を利用して農村体験を行うと

ともに、旧学校施設では、世界遺産を含めた歴史文化の学習や農作物加工

体験、木工工作体験などを行う。また、旧教員住宅については、宿泊施設

として利用する。 

   また、隣接する生活改善センターでは、体験者の食事の提供の場や農産

物の加工所として利用し、また世界遺産・熊野古道小辺路の情報発信拠点

の機能をもたせる。 

 

５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

 （１）支援措置の番号及び名称 

  ［番号］Ａ０８０１ 

［名称］補助金で整備された公立学校の廃校校舎等の転用の弾力化 

 



（２）事業の概要 

   旧五百瀬小学校の廃校施設を有効利用するため、教員住宅を含めた

学校施設を神納川農村交流体験協議会に貸与し、都市からの農村体験

交流者の受入の拠点として整備する。   また、十津川村は、世界

遺産小辺路ルートの中程に位置することから、登山者の情報交換や情

報発信の拠点とする。 

   なお、貸与は無償とし、十津川村と神納川農山村交流体験協議会の

賃貸借契約締結により行う。 

 

 （３）支援措置の適用要件 

①廃校校舎等の設置者である地方公共団体において、地域再生計画

を作成し、内閣総理大臣に認定を申請すること。 

    廃校校舎等（平成１８年３月３１日廃校）の補助金で整備された

公立学校の廃校校舎等の転用の弾力化について、地域再生計画を作

成し内閣総理大臣に認定申請をする。 

 

   ②校舎等を利用して実施される事業が「地域再生基本計画」に定め

る地域再生の意義及び目標に合致するものであること。 

       林業については、木材価格の低迷などによる担い手・後継者の

減少や高齢化が進み間伐等の手入れが成されず放置林が目立つよ

うになって来ている。 

また、農業では、傾斜地の小面積耕地では生産性も上がらず、

家庭消費的な生産が主であり、林業と同様高齢化が進み、また近

年、獣害の被害により生産意欲の衰退などにより集落内の放置農

地（未耕作地）が目立つ用になってきている。 

       地域では、五百瀬小学校廃校後、地域振興として旧校舎等の利

用に向け検討を進めてきた。 

今回の計画では、地域の資源を活かし、農村体験を通じ都市と

の交流を行い、農林産物の生産・販売が増え、休耕農地の解消や

森林整備行われ健全なる集落環境を保全し、又雇用の場を創出し、

地域の活性化を図る。また、世界遺産熊野参詣道小辺路の情報発

信の拠点としても活用する。 

そのために、十津川村においては地元地区に施設を提供し、ま

た、教育機関や各種関係団体に対しPR活動を積極的に行うなど、

地域と連携を図りながら農村体験を通じ農林業の活性化と観光

拠点づくりと併せ地域振興を推進する。 



   

      ③地域再生の観点から実施される事業の効率的な実施にあたり、

廃校校舎等の利用が必要なこと。 

       平成１７年度をもって五百瀬小学校が廃校となり、地域の中心

であった施設が未使用となり、地域で子どもの声が聞こえなくな

りさびしい状況となっている。 

       施設は地区の中心部にあり、周辺には田畑、野山が広がり、交

流体験の拠点として、また世界遺産熊野参詣道小辺路の発着点と

なっているため、利用するには環境に適している。 

 

 

◆ 体育館 

交流体験受入時（雨天）のオリエンテーションの会場や農業・林業体

験の会場として使用。 

 

◆ 校舎１階・２階教室 

木工や竹細工、農産物の「工作体験教室」や地域の文化や世界遺産を

学習する「歴史教室」として利用する。 

 

◆ 校舎職員室 

農村交流体験の受入本部（事務所）として利用する 

 

◆ 教職員住宅 

農村交流体験者及び受入本部の宿泊施設として利用する。 

 

④同一地方公共団体における無償による転用であること又は他の地

方公共団体若しくは民間事業者に対して廃校校舎等を無償貸与する

こと。 

十津川村は神納川農山村交流体験協議会に対し、廃校になった旧五百

瀬小学校を無償貸与する。 

 

（４）廃校の利用内容 

  今回廃校を利用して整備する「農村体験交流」の拠点施設は下記

の機能を有したものとし、それぞれ必要な施設等を整備する。 

 

 １．都会との交流体験を行う拠点とする。（農業・林業体験施設、宿



泊施設） 

 

     ２．地域農業の活性化（農産物加工施設） 

 

     ３．世界遺産の情報発信（観光・地域情報発信施設） 

 

 ５－３ その他の事業 

      平成 20 年 7 月末 

県外研修（北海道新十津川町児童生徒母村訪問研修）の受入決定。 

       

６．計画期間 

   認定の日から平成２３年３月３１日 

 

７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 

４に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に本計画の策定本体で

ある当該地方公共団体が必要な調査を行い、状況を把握・公表するとともに、

達成状況の評価、改善すべき事項の検討等を行うこととする。 

 

８．計画の実施に関し、当該地方公共団体が必要と認める事項 

  特になし 

 


